























を解読（decoding of memory）しようとされた 1960 年代後半へさかのぼる。遺伝子情報が
どのように書かれているかを解明し、川端康成と同じ年の 1968 年、遺伝子暗号解読 decoding

















を研究し、10 秒から 10 分位持続する神経の興奮生変調のメカニズムを追求してきた。15 年
に渡る研究により、Slow EPSP（緩除興奮性のシナプス電位）の発生は、A-kinase anchoring
protein （AKAP）に結合したプロテインキナーゼC （PKC）によるM （KCNQ）カリウ
ムイオンチャネルのリン酸化によるイオン透過性の減少であることをつきとめた（Nature
Neurosci., 生理学会ホームページ）。私としては、短期記憶（Short-term memory is the abil-
ity to acquire new information and retain it for periods of time ranging from a few sec-







































































































習記憶の理解は未だ模索の中にある。低分子RNAは Science 誌の“Breakthrough of the






















































































9． 平成 17 年度はどのような研究をしたか？
 ショウジョウバエのRNAi 法による包括的発達・記憶・学習関連遺伝子の探索研究を
終了し、候補遺伝子の哺乳類同族体DNAを単離する。哺乳類同族体DNAの解析を進
め、脳の領域特異的な遺伝子改変マウス作成を開始する。
 発達脳におけるシナプス除去と強化、及び内因性カンナビノイドによる逆行性伝達に
関連する新規分子を同定し、その遺伝子改変マウスの作成を行う。グルタミン酸受容体
の細胞輸送の異常に関連する分子の遺伝子改変マウスの作成を行う。
 神経細胞死と神経変性疾患の分子機構の追及と関連分子の遺伝子改変マウスの作成を
継続する。
 健常者と発達・学習・記憶障害を持つ人々の年齢縦断的かつ系統的計測による認知機
能障害項目と脳機能障害領野に関するデータベース化を開始する。
 非侵襲脳機能計測による幼児学童の脳機能測定技術を開発する。ことにアスペルガー
症候群の子供ではその両親をも測定し両者の比較を行う。
 フロンティア科学研究機構構想を学内で協議する。
 第 1回ニーレンバーグ記念国際記憶シンポジウムを開催する。
10．大学院教育と若手研究者養成
 理念・目標
①世界水準の創造的先端研究の担い手となる発達・学習・記憶の脳科学若手研究者の育
成を目指す。具体的には、たとえば、石川県の知的クラスター事業（16 年度開始）
の脳機能計測研究に金沢大学は重要な貢献をするような人材を作る。
②深い専門知識、国際性、異分野の研究者との共同作業などの能力によって、新しい研
究分野に挑戦できる世界水準の研究教育者の輩出を達成目標とする。
③脳と人間を対象とする研究を自覚し、細見ら本学野倫理研究グループによる集中講義
を通じて倫理的考察と人間尊重の上で思慮深い知性の獲得を目指す。
 研究科横断的「発達・記憶・学習と障害の脳科学」教育と国際化プログラム
①異分野から進学可能な柔軟な制度を導入し、院生と若手研究者が異分野の基本概念の
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修得を図る。
②世界の先端研究者との議論を重視し、国際的に著名な研究者や新進若手研究者を招き、
国際セミナーを開催し、世界水準の情報交換と本拠点の先端的研究成果を問い、外部
からの評価を受ける。
③国内外の研修コースへの参加を奨励し、単位として認定する。外国の共同研究グルー
プに短期留学を実施し、実質的交流を強化する。留学生、外国人研究者を受入れ、研
究の国際化を推進する。
 他機関との連携
①発達・学習・記憶の脳科学領域で、進行している多数の国際共同研究を更に発展させ
るため、研究者や院生の相互交流を促進する。ニーレンバーグ博士らによる集中講議
など、優れた教育を提供する。
②北陸国立大学連合では、既に脳科学と学習・記憶の共同研究が進行している。
 将来的に見た研究人材等の創出の見込み
脳を育む研究は、医薬、理工、人文に跨がる既成学術区分を超えた新たな研究領域創成
を目指すものであり、世界水準の創造的な若手研究者の育成は、21 世紀が求める革新的
学術の担い手を創出する。本拠点によって創出される広い素養、創造的探究心と国際性を
身に付けた研究人材は、研究、研究開発、教育で新領域開拓を担うことが期待できる。
 教育目標・プログラムと評価改善システム
教育目標の改善のために、学内評価、進捗の自己評価と外部評価によって計画の見直し
を行なう。
①学内評価：学内評価委員会は、目的と計画を事前評価し、効果的な資源配分を行なう。
計画実施の達成度と資源の効果的活用を途中評価し、拠点組織の改組と資源投入の見
直しを行う。
②計画と自己評価：計画は拠点コアグループが立案し、研究促進と共同研究の課題発見
を目的に、相互評価セミナーを開催する。院生による研究教育評価を実施する。
③外部評価と国際的評価：著名な研究者からなる外部評価委員会は、世界水準の先端的
研究としての成果と将来性、創造的若手研究者育成の到達度、架橋型新領域形成の基
盤の達成度の三項目を評価する。関連分野の著名外国人研究者による国際的な評価を
受け、外部評価委員会の資料とする。
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